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令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど�

�

25
議
案
を
可
決

主な内容
Ｐ２～ P５.............一 般 質 問
P５～ P６..............議案の概要
P７.....................採決結果一覧
P８............議会報告会の概要

満開のチューリップと市庁舎

　

令
和
２
年
３
月
定
例
会
は
、
２

月
19
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
の
会

期
24
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

令
和
２
年
度
茂
原
市
一
般
会
計
予

算
を
初
め
と
し
た
予
算
関
係
10
議

案
並
び
に
茂
原
市
防
災
行
政
無
線

戸
別
受
信
機
分
担
金
徴
収
条
例
の

制
定
案
、
茂
原
市
立
小
学
校
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
案
、
茂
原
市
営
住
宅
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
案
な
ど
15
議
案
の
計
25
議
案
が

提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計

の
予
算
審
査
を
行
う
た
め
、
予
算

審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

３
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
会



令和2年5月15日	 議 会 だ よ り	 第144号

2

一
般
質
問

　
３
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質

問
は
、
２
月
26
日
、
27
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
９
名
の
議
員
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

平　

ゆ
き
子
議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

○
市
民
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

問
ゴ
ミ
袋
代
や
水
道
料
金
の
値
下

げ
要
求
が
多
い
中
、
特
に
ゴ
ミ
袋

に
関
し
て
未
だ
に
広
域
組
合
で
審

議
も
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
の
声

に
応
え
る
た
め
に
、
全
世
帯
、
特

に
高
齢
者
や
障
害
者
等
で
オ
ム
ツ

使
用
の
家
庭
へ
ゴ
ミ
袋
を
支
給
す

る
な
ど
、
本
市
独
自
の
負
担
軽
減

策
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

答
燃
え
る
ゴ
ミ
専
用
袋
の
値
下
げ

に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
は
市
民

の
経
済
的
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
が
、

広
域
組
合
の
構
成
町
村
と
の
意
思

統
一
が
図
れ
ず
、
未
だ
合
意
に

至
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
も
構
成
町
村
の
合
意
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
昨
年
10
月
の
消
費
税
増

税
を
適
用
し
た
場
合
、
本
来
は
値

上
げ
と
な
る
が
、
価
格
を
据
え
置

い
た
こ
と
に
よ
り
、
実
質
値
下
げ

と
な
っ
て
い
る
。

　

全
世
帯
対
象
の
ゴ
ミ
袋
の
配
付

は
現
在
検
討
し
て
い
な
い
が
、
ゴ

ミ
袋
の
価
格
が
高
い
こ
と
は
課
題

と
し
て
認
識
し
て
い
る
の
で
、
今

後
も
値
下
げ
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
危
機
管
理
課
」
の
創
設
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

答
危
機
管
理
課
の
創
設
に
つ
い
て

は
、防
災
対
策
課
を
名
称
変
更
し
、

防
犯
、
感
染
症
対
策
な
ど
、
市
民

を
守
る
た
め
の
、
あ
ら
ゆ
る
危
機

へ
対
応
す
る
業
務
を
担
う
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

　

現
在
、
防
災
対
策
課
で
は
、
防

災
と
災
害
対
応
を
行
っ
て
お
り
、

ま
た
危
機
管
理
課
の
設
置
に
は
更

な
る
人
員
の
増
加
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
職
員
数
を

効
率
的
に
配
置
す
る
た
め
、
市
全

体
の
業
務
を
総
合
的
に
考
慮
し
た

中
で
研
究
し
て
い
く
。

大
柿　

恵
司
議
員

（
緑
風
会
）

○�

働
く
場
の
確
保
及
び�
�

企
業
誘
致
に
つ
い
て

問
商
業
・
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・

農
業
・
そ
の
他
の
就
業
の
場
に
つ

い
て
、
10
年
前
と
比
較
し
た
事
業

所
数
、
就
業
者
数
の
増
減
及
び
直

近
４
年
間
の
増
減
を
伺
う
。ま
た
、

こ
れ
ら
就
業
の
場
を
今
後
ど
の
よ

う
に
増
や
し
て
い
く
の
か
。
さ
ら

に
は
茂
原
長
柄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周

辺
へ
の
企
業
誘
致
の
考
え
、
道
の

駅
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
平
成
21
年
と
28
年
の
経
済
セ
ン

サ
ス
を
比
較
す
る
と
、
事
業
所
数

に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
含

む
商
業
で
は
２
６
９
事
業
所
が
減

少
、
工
業
で
は
50
事
業
所
が
減
少

し
て
い
る
。
就
業
者
数
に
つ
い
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む
商
業
で

は
１
４
７
１
人
が
減
少
、
工
業
で

は
３
７
９
１
人
が
減
少
し
て
い

る
。
ま
た
、
農
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
と
27
年
の
農
林
業
セ
ン

サ
ス
を
比
較
す
る
と
、
農
家
数
は

４
０
５
戸
が
減
少
し
て
い
る
。

　

直
近
の
統
計
と
し
て
、
平
成
24

と
28
年
の
経
済
セ
ン
サ
ス
を
比
較

す
る
と
、事
業
所
数
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む
商
業
で
は
93

事
業
所
が
減
少
、
工
業
で
は
23
事

業
所
が
減
少
し
て
い
る
。
就
業
者

数
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
を

含
む
商
業
で
は
２
０
０
人
が
減

少
、
工
業
で
は
１
８
１
２
人
が
減

少
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
と
27
年
の
農

林
業
セ
ン
サ
ス
を
比
較
す
る
と
、

農
家
数
は
２
０
７
戸
が
減
少
し
て

い
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

商
工
業
で
は
市
内
の
空
き
公
共
施

設
や
千
葉
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
と
の
「
不
動
産
物
件
情
報
の
共

有
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
い
た

企
業
誘
致
を
す
る
と
と
も
に
、
茂

原
商
工
会
議
所
、
金
融
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
、
創
業
支
援
者
へ
支

援
を
し
て
い
く
。
農
業
で
は
、
支

援
事
業
の
情
報
を
市
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
発
信
す

る
と
と
も
に
、
千
葉
県
農
業
大
学

校
の
生
徒
に
本
市
で
の
新
規
就
農

者
の
取
り
組
み
状
況
を
説
明
す
る

な
ど
、
新
規
就
農
者
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
茂
原
長
柄
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
周
辺
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

今
の
と
こ
ろ
新
た
な
工
業
団
地
に

よ
る
企
業
誘
致
を
行
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
が
、
道
の
駅
の
あ
り

方
に
つ
い
て
引
き
続
き
庁
内
委
員

会
を
開
催
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

石
毛　

隆
夫
議
員

（
公
明
党
）

○
市
政
運
営
に
つ
い
て

問
災
害
対
応
に
限
ら
ず
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

な
ど
、
今
後
ど
の
よ
う
な
危
機
か

ら
も
市
民
を
守
る
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
危
機
に
一
元
的
に
対
応
す
る

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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三
橋　

弘
明
議
員

（
政
明
ク
ラ
ブ
）

○�

本
納
小
学
校
の
本
納
中
学

校
へ
の
移
転
に
つ
い
て

問
本
納
小
学
校
の
本
納
中
学
校
敷

地
内
へ
の
移
転
に
つ
い
て
、
建
設

先
は
狭
隘
な
場
所
で
あ
り
、
地
盤

も
悪
く
水
害
の
危
険
も
あ
る
。
ま

た
、
小
中
一
貫
教
育
は
授
業
時
間

の
違
い
、
学
校
行
事
、
運
動
場
、

遊
具
、
駐
車
場
の
確
保
な
ど
課
題

が
山
積
し
て
い
る
。
課
題
を
解
決

し
住
民
合
意
の
上
で
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答
本
納
小
学
校
の
移
転
に
係
る

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
水
害
の

危
険
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
25

日
の
大
雨
被
害
で
は
、
周
辺
道
路

及
び
本
納
中
学
校
敷
地
内
の
北
側

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
近
で
冠
水
は

あ
っ
た
が
、
校
舎
等
へ
の
冠
水
は

無
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。
授
業
時
間
の
違
い
や
学
校
行

事
に
つ
い
て
は
、
既
に
実
践
し
て

い
る
学
校
で
は
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
制

の
導
入
や
日
課
の
工
夫
、
小
中
の

学
校
行
事
の
調
整
や
小
中
合
同
行

事
な
ど
工
夫
し
て
効
果
を
上
げ
て

お
り
問
題
は
無
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。
運
動
場
、
遊
具
、
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
国
の
設
置
基
準
の

３
倍
以
上
あ
る
運
動
場
（
校
庭
）

に
今
後
遊
具
を
設
置
し
、
北
側
校

庭
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し

と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
中
長
期

的
に
は
、
県
と
連
携
し
抜
本
的
な

治
水
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　
「
未
来
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
」

で
は
、
本
納
小
学
校
の
新
校
舎
建

設
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、「
健

や
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
」
で
は
、

市
民
体
育
館
の
大
規
模
改
修
、
各

種
健
康
診
断
な
ど
、「
産
業
振
興

に
よ
る
元
気
づ
く
り
」
で
は
、
空

き
公
共
施
設
を
活
用
し
た
企
業
誘

致
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
、「
間
断
な
き
行
財
政
改
革
に

よ
る
財
源
づ
く
り
」
で
は
、
幼
稚

園
・
保
育
所
の
統
合
、
再
配
置
な

ど
と
い
っ
た
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

　

こ
れ
ら
５
本
の
柱
に
重
点
を
置

く
こ
と
で
、
未
来
に
つ
な
が
る
茂

原
市
を
創
生
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

杉
浦　

康
一
議
員

（
も
ば
ら
会
）

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
市
長
は
、
今
後
４
年
間
で
ど
の

よ
う
な
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組

も
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
理

由
も
含
め
、
具
体
的
な
内
容
を
伺

う
。

答
次
の
任
期
４
年
間
に
お
い
て

は
、「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
第
１
の
柱
と
し
、
以
下
「
未
来

を
担
う
ひ
と
づ
く
り
」「
健
や
か

な
暮
ら
し
づ
く
り
」「
産
業
振
興

に
よ
る
元
気
づ
く
り
」「
間
断
な

き
行
財
政
改
革
に
よ
る
財
源
づ
く

り
」
の
合
計
５
つ
の
柱
に
重
点
を

置
い
て
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
防
災
・
減
災

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
は
、
県

に
お
い
て
二
級
河
川
内
の
竹
木
伐

採
や
堆
積
土
撤
去
を
緊
急
的
に
実

施
し
て
お
り
、
市
と
し
て
は
、
内

水
対
策
と
し
て
早
野
排
水
機
場
の

整
備
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
民
に
対
し
、
風
邪
や
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
同
様
の
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
や
手
洗
い
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ
り
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
庁
舎
に
お
い
て
も
、

新
た
に
全
て
の
出
入
口
へ
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
の
設
置
や
ト
イ
レ

に
手
洗
い
方
法
の
掲
示
を
す
る
な

ど
、感
染
症
対
策
に
努
め
て
い
る
。

　

現
状
、
国
に
よ
れ
ば
「
国
内
発

生
の
早
期
で
あ
る
」
と
の
認
識
が

示
さ
れ
て
お
り
、
患
者
が
増
加
す

る
局
面
を
想
定
し
て
対
策
を
進
め

て
い
く
べ
き
と
の
指
摘
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
刻
々
と
変
化
す
る
状
況

を
的
確
に
と
ら
え
、
全
庁
的
に
情

報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
市
民

へ
の
感
染
防
止
を
強
化
す
る
た

め
、
２
月
18
日
付
け
で
「
茂
原
市

感
染
症
対
策
本
部
」
を
設
置
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
国
・
県
等
と
の
連

携
を
強
め
、
感
染
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

小
久
保
と
も
こ
議
員

（
公
明
党
）

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス�

�

感
染
症
に
つ
い
て

問
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
と
安
心

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
必
要
な
対
策
を
速

や
か
に
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る

対
策
に
つ
い
て
本
市
の
取
り
組
み

状
況
を
伺
う
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
は
、
長
生
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
情
報
の
収

集
や
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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て
、
駐
車
場
を
整
備
す
る
予
定
で

考
え
て
い
る
。

　

本
納
小
学
校
の
移
転
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
と
中
学
校
が
同
一
敷

地
内
で
教
育
活
動
を
行
う
諸
課
題

に
つ
い
て
、
両
校
の
教
職
員
と
協

議
を
す
る
と
と
も
に
、
先
進
例
で

あ
る
長
南
小
中
学
校
に
も
視
察
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
南
小
中
学
校
の
よ
う

に
、
中
学
校
敷
地
内
に
小
学
校
を

移
転
し
て
、
小
中
一
貫
教
育
を

行
っ
て
い
る
良
い
実
践
例
が
全
国

に
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
参
考
に
魅
力
あ
る
学
校
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山
田　

広
宣
議
員

（
公
明
党
）

○�

人
生
１
０
０
年
時
代
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
虚
弱
を
意
味
す
る
フ
レ
イ
ル

は
、「
健
常
状
態
」
と
「
要
介
護

状
態
」
の
中
間
状
態
を
指
す
。
健

康
寿
命
延
伸
の
た
め
、
フ
レ
イ
ル

予
防
の
必
要
性
と
取
り
組
み
を
伺

う
。
ま
た
、
フ
レ
イ
ル
予
防
、
認

知
症
予
防
の
た
め
補
聴
器
の
購
入

費
を
補
助
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

答
フ
レ
イ
ル
状
態
に
あ
る
人
は
、

取
り
組
み
次
第
で
様
々
な
機
能
を

取
り
戻
せ
る
可
逆
性
の
時
期
と
さ

れ
て
い
る
。
自
分
自
身
の
日
常
の

ご
く
些
細
な
衰
え
に
少
し
で
も
早

く
気
づ
き
、
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
健
康
な
状
態
に
戻
れ
る
可

能
性
が
大
き
く
な
る
。
積
極
的
な

フ
レ
イ
ル
予
防
は
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
に
よ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
つ
な
が
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本

市
で
は
、
今
年
度
よ
り
東
京
大
学

高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
と
連
携

し
な
が
ら
、
県
内
３
市
目
と
し
て

フ
レ
イ
ル
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ス
タ
ー
ト
し
、
フ
レ
イ
ル
予
防
講

演
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
現
在
は
フ
レ
イ
ル
予
防
の
中

心
と
な
る
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
フ
レ
イ
ル
予
防
や
認
知

症
予
防
に
つ
い
て
は
、
現
在
様
々

な
方
法
に
よ
り
事
業
実
施
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
補

聴
器
の
購
入
費
の
助
成
は
考
え
て

い
な
い
。
今
後
も
、
も
ば
ら
百
歳

体
操
な
ど
の
通
い
の
場
で
、
い
つ

ま
で
も
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、様
々
な
フ
レ
イ
ル
予
防
、

認
知
症
予
防
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

の
堆
積
土
砂
の
撤
去
等
の
取
り
組

み
状
況
と
、
完
了
時
期
、
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

現
在
作
成
中
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
進
捗
状
況
及
び
完
成
見

込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
県
が
管
理
す
る
二
級
河
川
に
つ

い
て
は
、
治
水
機
能
を
最
大
限
発

揮
で
き
る
よ
う
に
、
河
道
内
の
竹

木
伐
採
や
法
面
の
堆
積
土
砂
の
撤

去
を
行
っ
て
お
り
、
梅
雨
時
期
ま

で
の
完
了
を
目
指
し
、
現
在
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

現
時
点
で
は
、
一
宮
川
の
第
一

調
節
池
下
流
の
東
橋
か
ら
準
用
河

川
鹿
島
川
合
流
点
ま
で
の
区
間
、

阿
久
川
に
つ
い
て
は
一
宮
川
合
流

点
付
近
か
ら
獅
子
吼
橋
ま
で
の
区

間
、
豊
田
川
に
つ
い
て
は
一
宮
川

合
流
点
か
ら
郡
界
橋
ま
で
の
区

間
、
鶴
枝
川
に
つ
い
て
は
一
宮
川

合
流
点
か
ら
永
吉
眼
科
付
近
ま
で

の
区
間
を
実
施
し
て
い
る
。

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
は
、
千
葉
県
が
示
す
一
宮
川
と

南
白
亀
川
の
新
し
い
洪
水
浸
水
想

定
区
域
を
載
せ
る
予
定
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
洪
水
浸
水
想

定
区
域
の
公
表
が
12
月
末
に
な
っ

た
こ
と
と
、
10
月
25
日
の
大
雨
に

よ
る
浸
水
の
状
況
を
追
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
年
度
中
の
作
成
は

難
し
い
状
況
の
た
め
、
完
成
は
令

和
２
年
４
月
末
を
予
定
し
て
い

る
。

　

現
在
、
浸
水
想
定
区
域
や
浸
水

履
歴
か
ら
避
難
所
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
日
頃
か

ら
の
備
え
、
情
報
の
入
手
方
法
及

び
避
難
時
の
注
意
点
等
、
内
容
を

充
実
さ
せ
て
作
成
し
て
い
く
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

向
後　

研
二
議
員

（
令
和
茂
原
）

○
茂
原
市
の
災
害
に
つ
い
て

問
二
級
河
川
一
宮
川
及
び
一
宮
川

水
系
に
対
す
る
竹
木
伐
採
や
法
面

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

飯
尾　

暁
議
員

（
日
本
共
産
党
茂
原
市
議
団
）

○
水
害
対
策
に
つ
い
て

問
７
年
前
に
当
時
の
台
風
26
号
並

み
の
浸
水
被
害
に
対
す
る
軽
減
策

が
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
施
の
現

状
を
伺
う
。
ま
た
、
温
室
効
果
ガ
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す
。
主
な
内
容
は
、
生
活
保
護
費

等
返
還
金
の
増
、
長
生
郡
市
広
域

市
町
村
圏
組
合
清
掃
事
業
負
担
金

の
増
、
小
中
学
校
管
理
補
修
費
の

増
、施
設
設
備
維
持
管
理
費
の
増
、

一
般
職
人
件
費
の
減
、
内
水
対
策

関
連
事
業
の
減
、
中
学
校
施
設
整

備
事
業
の
減
等
に
よ
り
、
増
額
補

正
す
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
茂
原
市
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
費
補
正
予
算

（
第
２
号
）

［
内
容
］
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
８
６
３
万
６
千
円
を
減
額

し
、
そ
の
総
額
を
１
０
０
億
２
８

７
７
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
主
な
内
容
は
、
国
民
健
康
保

険
事
務
費
の
増
、
出
産
育
児
一
時

金
の
減
等
に
よ
り
、
減
額
補
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
茂
原
市
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
費
補
正
予

算
（
第
２
号
）

［
内
容
］
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
２
２
０
１
万
１
千
円
を
減
額

し
、
そ
の
総
額
を
11
億
６
２
８
５

万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
内

容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
の
減
に
よ
り
、
減
額
補

正
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
実
施
し
た
内
容
に
は
、

空
調
設
備
の
高
効
率
化
、
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
が
あ
り
、
あ
る
程

度
の
成
果
は
挙
が
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
が
、
点
検
・
評
価

に
つ
い
て
は
今
後
実
施
し
て
い

く
。

ス
削
減
目
標
な
ど
に
関
し
て
、
茂

原
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

で
は
、
ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
成
果

を
合
わ
せ
て
伺
う
。

答
平
成
25
年
10
月
の
台
風
26
号
に

よ
る
浸
水
被
害
の
対
策
と
し
て
、

国
の
１
０
０
㎜
／
ｈ
安
心
プ
ラ
ン

の
登
録
を
受
け
、
河
川
と
下
水
道

の
ハ
ー
ド
対
策
、
流
域
内
の
流
出

抑
制
対
策
や
危
険
情
報
周
知
等
の

ソ
フ
ト
対
策
を
計
画
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

本
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
概
ね
10
年
間
で
各
対

策
を
完
了
さ
せ
、
平
成
25
年
10
月

の
台
風
26
号
と
同
規
模
の
降
雨
に

対
し
、
茂
原
市
街
地
の
浸
水
被
害

の
軽
減
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
第
二
次
茂
原
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
は
、
公

共
施
設
を
対
象
と
し
て
お
り
、
市

内
の
産
業
、
家
庭
な
ど
分
野
別
の

目
標
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

２
０
１
７
年
度
を
基
準
年
度
と

し
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
35
・
５
％
削

減
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
公
共
施
設
の
取
り
組
み
を
周

知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
や
事

業
所
等
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
に
向
け
た
取
り
組
み
の
促
進
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
案
の
概
要

予

算

関

係

令和２年度予算の概要
（単位：千円、％）

区　　　分 令和２年度　① 令和元年度　② 増減額　　③
①－② 増減率③／②

一　　般　　会　　計 32,764,000 30,051,395 2,712,605 9.0

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業費 9,961,140 9,697,499 263,641 2.7
農業集落排水事業費 410,819 401,982 8,837 2.2
駐車場事業費 77,218 77,335 ▲ 117 ▲ 0.2
介護保険事業費 7,830,860 7,645,523 185,337 2.4
後期高齢者医療事業費 1,311,699 1,183,270 128,429 10.9

小　　　計 19,591,736 19,005,609 586,127 3.1
合　　　計 52,355,736 49,057,004 3,298,732 6.7

区　　　分 令和２年度　① 令和元年度　② 増減額　　③
①－② 増減率③／②

公
営
企
業
会
計

下水道事業会計

収益的収支
収入 1,407,194 1,346,966 60,228 4.5
支出 1,316,903 1,264,359 52,544 4.2

資本的収支
収入 1,473,627 1,013,239 460,388 45.4
支出 1,986,088 1,502,811 483,277 32.2

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

◎
令
和
元
年
度
茂
原
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

［
内
容
］
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
８
億
４
５
６
７
万
８
千
円
を
追

加
し
、
そ
の
総
額
を
３
４
９
億
６

９
９
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
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◎
茂
原
市
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

［
内
容
］
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
の
貸
与
に
あ
た
り
、
分
担
金

を
徴
収
す
る
こ
と
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

◎
茂
原
市
自
転
車
駐
車
場
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て［
内
容
］
自
転
車
駐
車
場
の
管
理

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

◎
茂
原
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

［
内
容
］
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

◎
茂
原
市
行
政
財
産
使
用
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

［
内
容
］
行
政
財
産
の
負
担
の
公

平
性
を
確
保
し
、
受
益
者
負
担
と

す
る
た
め
、業
と
し
て
の
映
画
、ド

ラ
マ
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
メ
ッ
セ
ー

ジ
及
び
写
真
等
の
撮
影
に
か
か
わ

る
使
用
に
係
る
使
用
料
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

◎
茂
原
市
立
小
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

［
内
容
］
二
宮
小
学
校
と
緑
ケ
丘

小
学
校
を
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

◎
茂
原
市
重
度
心
身
障
害
者
の
医

療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
及
び
茂
原
市
重

度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

［
内
容
］
重
度
の
精
神
障
害
者
を

助
成
対
象
に
加
え
る
と
と
も
に
、

地
方
税
法
の
改
正
に
も
迅
速
か
つ

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

◎
茂
原
市
児
童
遊
園
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

［
内
容
］
地
元
の
要
望
に
よ
り
児

童
遊
園
１
か
所
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

◎
茂
原
市
道
路
の
構
造
に
関
す
る

技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

［
内
容
］
道
路
構
造
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

◎
茂
原
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

［
内
容
］
吉
井
住
宅
を
耐
用
年
数

経
過
に
よ
り
用
途
廃
止
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

◎
茂
原
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

［
内
容
］
民
法
及
び
公
営
住
宅
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

◎
茂
原
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

［
内
容
］
地
方
自
治
法
の
改
正
に

伴
い
条
ず
れ
が
生
じ
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

対
応
す
る
た
め
、
下
水
道
事
業
会

計
に
係
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

急
施
を
要
す
る
も
の
と
し
て
行
っ

た
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

［
内
容
］
茂
原
市
民
体
育
館
改
修

工
事
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得

又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
茂
原
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

［
内
容
］
市
民
の一
般
交
通
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
８
路
線

の
市
道
認
定
を
す
る
も
の
で
す
。

◎
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て

［
内
容
］
車
両
の
損
傷
に
係
る
修

理
費
用
等
に
つ
い
て
、
相
手
方
が

示
談
に
応
じ
た
こ
と
か
ら
、
損
害

賠
償
額
を
決
定
し
、
和
解
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計

予
算
審
査特

別
委
員
会
委
員

委
員
長　

金　

坂　

道　

人

副
委
員
長　

小
久
保　

と
も
こ

委

員　

石　

毛　

隆　

夫

〃
　

岡　

沢　

与
志
隆

〃
　

大　

柿　

恵　

司

〃
　

平　
　
　

ゆ
き
子

〃
　

向　

後　

研　

二

〃
　

前　

田　

正　

志

〃
　

三　

橋　

弘　

明

〃
　

常　

泉　

健　

一

〃
　

市　

原　

健　

二

特
別
委
員
会
を
設
置

条

例

関

係

そ

の

他

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
報
告
第
１
号
）

［
内
容
］
災
害
復
旧
工
事
を
最
優

先
に
執
行
し
た
こ
と
か
ら
、
処
理

場
長
寿
命
化
工
事
の
予
算
不
足
に

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
の
予
算

審
査
を
行
う
予
算
審
査
特
別
委
員

会
が
２
月
28
日
に
設
置
さ
れ
、
そ

の
審
査
が
３
月
３
日
か
ら
４
日
に
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令和２年３月定例会　議員別表決結果一覧

議　員　名　等

議　案　名　等
審議結果

飯
　
尾
　
　
　
暁

石

毛

隆

夫

岡
　
沢
　
与
志
隆

大

柿

恵

司

平
　
　
　
ゆ
き
子

向

後

研

二

杉

浦

康

一

は
つ
た
に
　
幸
一

小
久
保
　
と
も
こ

田
　
畑
　
　
　
毅

山

田

広

宣

前

田

正

志

金

坂

道

人

中

山

和

夫

山
　
田
　
き
よ
し

鈴

木

敏

文

ま
す
だ
　
よ
し
お

三

橋

弘

明

竹

本

正

明

常

泉

健

一

市

原

健

二

報
告第１号 専決処分の承認を求めることについて 承認 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
　
案

第１号 令和元年度茂原市一般会計補正予算（第８号） 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２号 令和元年度茂原市特別会計国民健康保険事業費補
正予算（第２号） 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３号 令和元年度茂原市特別会計後期高齢者医療事業費
補正予算（第２号） 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４号
令和２年度茂原市一般会計予算に対する修正案

（議員発議） 否決 賛成少数 〇 × × 〇 〇 × × 〇 × × × 〇 × × 〇 × 〇 退 〇 〇

令和２年度茂原市一般会計予算 可決 賛成多数 × ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ×
第５号 令和２年度茂原市特別会計国民健康保険事業費予算 可決 賛成多数 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第６号 令和２年度茂原市特別会計農業集落排水事業費予算 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第７号 令和２年度茂原市特別会計駐車場事業費予算 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第８号 令和２年度茂原市特別会計介護保険事業費予算 可決 賛成多数 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第９号 令和２年度茂原市特別会計後期高齢者医療事業費予算 可決 賛成多数 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第10号 令和２年度茂原市下水道事業会計予算 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第11号 茂原市防災行政無線戸別受信機分担金徴収条例の
制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第12号 茂原市自転車駐車場の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第13号 茂原市手数料条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第14号 茂原市行政財産使用料条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第15号 茂原市立小学校設置条例の一部を改正する条例の
制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第16号
茂原市重度心身障害者の医療費助成に関する条例
の一部を改正する条例及び茂原市重度心身障害者
の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例
の一部を改正する条例の制定について

可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第17号 茂原市児童遊園設置条例の一部を改正する条例の
制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第18号 茂原市道路の構造に関する技術的基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第19号 茂原市営住宅設置条例の一部を改正する条例の制
定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第20号 茂原市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制
定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第21号 茂原市下水道事業の設置等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第22号 契約の締結について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第23号 茂原市道路線の認定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第24号 損害賠償額の決定及び和解について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳
情

第１号 本納小学校移転に関する陳情 不採択 賛成少数 〇 × × 〇 〇 × × 〇 × × × 〇 × × 〇 × 〇 退 〇 〇
第２号 本納小学校裏の崖の安全確保に関する陳情 不採択 賛成少数 〇 × × 〇 〇 × × 〇 × × × 〇 × × 〇 × 〇 退 〇 〇

※表の見方　　○：賛成　　×：反対　　退：退席
※議長は表決に参加しないため、空欄になっています。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
６
月
定
例
会

で
は
、
一
般
質
問
を
60
分
か
ら
45

分
へ
短
縮
す
る
こ
と
や
、
傍
聴

席
の
間
隔
の
確
保
、
手
指
の
消

毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
対
策
を

講
じ
ま
す
が
、
傍
聴
は
で
き
る
限

り
控
え
て
い
た
だ
き
、
茂
原
市
議

会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
に
て
ご
視
聴
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

本
議
会
を
傍
聴
す
る

方
へ
の
お
願
い

次
回
の
定
例
会
は

6
月
3
日
（
水
）
か
ら

開
催
さ
れ
ま
す

月
日

会
　
議
　
内
　
容

6
月3
日
㈬

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・
会
期
の
決
定

・
議
案
の
上
程
説
明

・
請
願
・
陳
情
の
上
程
後 

委
員
会
付
託

10
日
㈬
・
一
般
質
問

11
日
㈭
・
一
般
質
問

12
日
㈮
・
議
案
質
疑
後
委
員
会
付
託

18
日
㈭
・
議
案
等
の
総
括
審
議
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２
月
９
日（
日
）に
、
第
四
回
議

会
報
告
会
を
市
役
所
市
民
室
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
議
会
報
告

会
は
、
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や

す
く
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
て
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
施

行
さ
れ
ま
し
た
茂
原
市
議
会
基
本

条
例
で
、
年
に
一
回
以
上
開
催
す

る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
報
告
会
は
市
議
会
議
員

21
名
全
員
が
準
備
や
運
営
、
発
表

に
携
わ
り
、
当
日
は
48
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
後
の
意
見
交
換
で
い
た
だ

き
ま
し
た
数
多
く
の
ご
意
見
・
ご

要
望
等
は
、
今
後
の
議
会
活
動
に

反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
当
日
の
日
程
】

一
．
開
会
の
こ
と
ば

　
　

前
田　

正
志　

副
議
長

二
．
議
長
挨
拶

　
　

ま
す
だ　

よ
し
お　

議
長

三
．
趣
旨
説
明

　
　

田
畑　

毅　

議
運
委
員
長

四
．
各
委
員
会
の
報
告

○
常
任
委
員
会
の
審
議
に
つ
い
て

・
総
務
委
員
会

　
　

小
久
保　

と
も
こ　

委
員
長

・
教
育
福
祉
委
員
会

　
　

向
後　

研
二　

委
員
長

・
建
設
経
済
委
員
会

　
　

山
田　

広
宣　

委
員
長

〇
特
別
委
員
会
の
審
議
に
つ
い
て

・
市
民
会
館
建
設
特
別
委
員
会

　
　

岡
沢　

与
志
隆　

委
員
長

・
総
合
計
画
特
別
委
員
会

　
　

中
山　

和
夫　

委
員
長

・
水
害
対
策
特
別
委
員
会

　
　

常
泉　

健
一　

委
員
長

五
．
意
見
交
換

六
．
閉
会
の
こ
と
ば

　
　

前
田　

正
志　

副
議
長

　

詳
し
い
内
容
は
市
議
会
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
希
望
に
よ
り
議
会
事
務
局

で
報
告
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
意
見
・
要
望

・�

水
害
対
策
に
議
会
で
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

・�

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
、

保
育
所
の
耐
震
診
断
、
耐
震
確

保
の
予
算
を
優
先
的
に
確
保
し

て
ほ
し
い
。

・�

議
会
報
告
会
の
内
容
を
市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
ほ

し
い
。

○
質
問

Q�
水
害
に
つ
い
て
、
梅
雨
時
期
前

ま
で
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行

う
の
か
。

A�
千
葉
県
に
お
い
て
、
梅
雨
の
時

期
ま
で
に
一
宮
川
、
豊
田
川
、

阿
久
川
、
鶴
枝
川
の
竹
木
の
伐

採
、
土
砂
の
撤
去
を
行
っ
て
い

く
。

Q�
今
後
、
人
口
減
少
が
大
き
な
問

題
と
な
る
が
市
議
会
と
し
て
の

見
解
は
？

A�
生
産
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
税

収
が
減
少
し
、
投
資
的
経
費
に

お
金
が
回
ら
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
る
。
次
期
総
合
計
画
作
成

時
、
人
口
減
少
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
議
論
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

○
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

・�

参
加
者
か
ら
の
意
見
は
ひ
と
り

１
項
目
と
せ
ず
に
自
由
に
意
見

交
換
さ
せ
て
ほ
し
い
。

・�

今
回
は
個
人
的
な
見
解
に
終
始

す
る
こ
と
の
な
い
、
有
意
義
な

報
告
会
だ
っ
た
。

・�

参
加
す
る
こ
と
で
市
の
行
政
等

に
つ
い
て
興
味
を
持
つ
こ
と
が

で
き
た
。

・�

意
見
交
換
が
参
加
者
の
要
望
や

質
問
ば
か
り
で
、
意
見
交
換
と

は
言
え
な
い
。

○
各
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

・�

本
会
議
を
傍
聴
し
て
い
る
よ
う

な
硬
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。

・�

わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ

き
良
か
っ
た
。
資
料
が
全
委
員

会
分
あ
る
と
な
お
良
い
。

○
そ
の
他
の
主
な
要
望
等

・�

調
整
池
を
公
園
な
ど
に
す
る
こ

と
で
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
・
ご

要
望
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
報
告

会
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
す
る
際

に
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

か
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

第
四
回
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た

会
場
参
加
者
か
ら
の
主
な 

ご
意
見
・
ご
要
望
・
ご
質
問

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
・
ご
要
望
等

アンケートの結果（回答者30名）

参加者の年代
● 20代以下 0人（ 0％）
● 30代 2人（ 7％）
● 40代 2人（ 7％）
● 50代 6人（20％）
● 60代 9人（30％）
● 70代以上 11人（36％）

内容満足度
●満　　足 5人（17％）
●やや満足 7人（23％）
●普　　通 11人（37％）
●やや不満 7人（23％）
●不　　満 0人（ 0％）

20代以下20代以下 30代30代

満足満足

普通普通

やや満足やや満足

やや不満やや不満

40代40代

70代以上70代以上

60代60代

50代50代

不満不満


